
┏ ┓  ～ ひ と り 親 家 庭 の 自 立 を サ ポ ー ト す る ～  

┗ ■   Y E L L な が さ き  メ ー ル マ ガ ジ ン V o l . 1 6 2  2 0 2 2 . 2 . 1 5 配 信  

 ┗ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

こ の メ ー ル マ ガ ジ ン は 、 情 報 提 供 を 希 望 す る 登 録 者 の み な さ ま  

及 び ス タ ッ フ が 名 刺 交 換 を さ せ て い た だ い た 方 へ お 送 り し て い ま す 。 

 

_ / _ / _ / _ /  I  N  D  E  X  _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ / _ /  

 

 

・ 特 集… … 緊 急 小 口 資 金 の 申 請 期 間 の 延 長  

・ 支 援 情 報… … 令 和 3 年 度 就 業 支 援  

島 原 地 域 メ ー ク ア ッ プ セ ミ ナ ー 延 期 の お 知 ら せ  

受 講 者 募 集  

・ 3月 の 予 定… … Y E L L な が さ き 定 期 法 律 相 談  

・ 編 集 後 記… … 「 一 人 じ ゃ な い よ 」 は 魔 法 の 言 葉  

 

■ 特 集━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 緊 急 小 口 資 金 の 申 請 期 間 の 延 長  

緊 急 小 口 資 金 の 申 請 期 間 が 令 和 4 年 3 月 末 日 ま で 延 長 と な っ て い

ま す 。  

〇 緊 急 小 口 資 金 （ 生 活 福 祉 資 金 の 特 例 貸 付 ）  

緊 急 か つ 一 時 的 に 生 計 の 維 持 が 困 難 と な っ た 場 合 に 、 少 額 の 費 用

を お 貸 し し ま す 。  

＜ 対 象 者 ＞  

新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 の 影 響 を 受 け て 、 休 業 等 に よ る 収 入 の 減

少 が あ り 、 緊 急 か つ 一 時 的 な 生 計 維 持 の た め の 貸 し 付 け を 必 要 と す

る 世 帯  

※ 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 の 影 響 で 収 入 の 減 少 が あ れ ば 、 休 業 状



態 に な く て も 、 対 象 と な り ま す 。  

＜ 貸 付 上 限 額 ＞  

2 0 万 円 以 内  

※ 従 来 の 1 0 万 円 以 内 と す る 取 扱 を 拡 大 し 、 下 記 に 該 当 す る 世 帯 は 、

貸 付 上 限 額 を 2 0 万 円 以 内 と し ま す 。  

・ 世 帯 員 の 中 に 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 の 罹 患 者 等 が い る と き 。  

・ 世 帯 員 に 要 介 護 者 が い る と き 。  

・ 世 帯 員 が 4 人 以 上 い る と き 。  

・ 世 帯 員 に 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス 感 染 症 拡 大 防 止 策 と し て 、 臨 時 休 校

し た 学 校 等 に 通 う 子 の 世 話 を 行 う こ と が 必 要 と な っ た 労 働 者 が い

る と き 。  

・ 上 記 以 外 で 休 業 等 に よ る 収 入 の 減 少 等 で 生 活 費 用 の 貸 付 が 必 要 な

と き 。  

＜ 措 置 期 間 ＞  1 年 以 内  

た だ し 、令 和 4 年 1 2 月 末 日 以 前 に 償 還 が 開 始 と な る 貸 付 に つ い て

は 、 令 和 4 年 1 2 月 末 日 ま で 措 置 期 間 を 延 長 し ま す 。  

＜ 償 還 期 間 ＞  2 年 以 内  

今 回 の 特 例 措 置 で は 、 償 還 時 に お い て 、 な お 所 得 の 減 少 が 続 く 住

民 税 非 課 税 世 帯 の 償 還 を 免 除 す る こ と が で き る 取 扱 い と し 、 生 活

に 困 窮 さ れ た 方 に き め 細 か く 配 慮 し ま す 。  

＜ 貸 付 利 子 ・ 保 証 人 ＞  

無 利 子 ・ 不 要  

＜ 申 請 ・ お 問 合 わ せ 先 ＞  お 住 ま い の 市 町 村 社 会 福 祉 協 議 会  

※ 市 町 村 社 会 福 祉 協 議 会 で は 、 窓 口 で の 感 染 防 止 の 観 点 か ら 、 郵 送

で の や り 取 り を 原 則 に し て い る 場 合 が あ り ま す の で 、 ま ず は 、 市

町 村 社 会 福 祉 協 議 会 の ホ ー ム ペ ー ジ を ご 覧 い た だ く か お 電 話 に よ

り 、 取 扱 を ご 確 認 く だ さ い 。  

長 崎 県 内 社 会 福 祉 協 議 会 一 覧    

h t t p : / / w w w . n a g a s a k i - p r e f - s h a k y o . j p / s e a r c h _ s h a k y o / s h a _ l i s t . p h

p  



 

■ 支 援 情 報━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 令 和 3 年 度 就 業 支 援  

島 原 地 域 メ ー ク ア ッ プ セ ミ ナ ー 延 期 の お 知 ら せ   

受 講 者 募 集  

履 歴 書 に 貼 る 写 真 や 面 接 時 の メ イ ク に 悩 ん だ こ と あ り ま せ ん か ？  

メ イ ク は 身 だ し な み の 大 切 な 一 部 で す 。 あ な た ら し さ を 引 き 立 て 第  

一 印 象 を 変 え て み ま せ ん か ？ メ イ ク の プ ロ が ア ド バ イ ス と 実 践 を サ  

ポ ー ト さ せ て い た だ き ま す 。  

メ イ ク に 興 味 の あ る 方 、 こ れ か ら 就 業 活 動 さ れ る 方 、 転 職 を 考 え て  

お ら れ る 方 お 気 軽 に ご 参 加 く だ さ い 。  

ま た 、 託 児 も ご 用 意 し て お り ま す 。  

 

※ お 肌 に 不 安 が あ る 方 は 、 日 頃 使 わ れ て い る 化 粧 道 具 を ご 持 参 く だ  

さ い 。  

 

【 対 象 者 】 雲 仙 市 、 島 原 市 、 南 島 原 市 に お 住 ま い の 母 子 、 寡 婦 の  

     方 （ 母 子 家 庭 の 子 ど も さ ん も 対 象 で す ）  

【 日 時】 3 月 6 日 （ 日 曜 日 ）  1 0 : 0 0～ 1 2 : 0 0  

【 会 場】 愛 野 町 文 化 会 館 （ 愛 の 夢 未 来 セ ン タ ー ） 研 修 室  

雲 仙 市 愛 野 町 乙 5 2 6 番 地  

【 お 問 合 せ 先 】  

長 崎 県 ひ と り 親 家 庭 等 自 立 促 進 セ ン タ ー （ エ ー ル な が さ き ）  

〒 8 5 2 - 8 1 0 8 長 崎 市 川 口 町 1 3 - 1 長 崎 西 洋 館 M 2 階  

T E L： 0 9 5 - 8 1 3 - 0 8 0 0       F A X : 0 9 5 - 8 4 8 - 1 1 1 2  

< 1 0 : 0 0～ 1 8 : 0 0  担 当 ： 西 村  >  

 

■ 3月 の 予 定━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 



◆ 「 Y E L L な が さ き 定 期 法 律 相 談 」  

3 月 1 6 日 （ 水 ） 1 3 : 0 0～ 1 6 : 0 0   《 事 前 予 約 受 付 中 》  

鷲 見  賢 一  弁 護 士  

弁 護 士 法 人 A L A W & G O O D L O O P 長 崎 オ フ ィ ス ホ ー ム ペ ー ジ  

h t t p : / / a g l - l a w . j p / a b o u t u s / o f f i c e / n a g a s a k i - o f f i c e /  

 

※ 日 程 等 合 わ な い 場 合 は ご 相 談 く だ さ い 。  

※ 来 所 し て の 相 談 が 難 し い 場 合 は 、 電 話 法 律 相 談 も 行 な っ て お り

ま す 。 ま ず は お 問 合 せ く だ さ い 。  

 

■  編 集 後 記 ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━ ━  

 

◆ 「 一 人 じ ゃ な い よ 」 は 魔 法 の 言 葉  

新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 拡 大 が 止 ま ら な い 中 、 ト ン ガ 海 底 火 山 噴 火

に よ る 津 波 被 害 、 地 震 災 害 と 心 配 な ニ ュ ー ス が あ ふ れ て い ま す 。  

先 が 見 え な い 不 安 は 、 大 人 に も 子 ど も 達 に も 重 く の し か か っ て き て

い ま す 。 不 安 な 気 持 ち を う ま く 表 現 で き な い 子 ど も も 多 い の で は な

い で し ょ う か 。 不 安 を 感 じ て い る な と 思 っ た ら 「 怖 く な い よ 」 と 否

定 す る の で は な く 、「 怖 い よ ね ～ 。一 緒 に い る か ら 大 丈 夫 だ よ 。一 人

じ ゃ な い か ら ね 。」と 受 け 止 め て あ げ て く だ さ い 。子 供 は 自 分 の 気 持

ち を 受 け 止 め て も ら う と 安 心 し 困 難 を 乗 り 越 え る 勇 気 が 湧 い て き ま

す 。「 一 人 じ ゃ な い よ 」 は 魔 法 の 言 葉 で す 。 さ さ や か な 日 々 の 中 で 、

子 ど も が 安 心 で き る 言 葉 で す 。  

 

 

http://agl-law.jp/aboutus/office/nagasaki-office/

